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家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

資
産
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
4

O
2
2
6
‐
2
5
3
9

　
新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋（
居
宅
・
事

務
所
・
倉
庫
な
ど
）の
固
定
資
産
税
額
な

ど
を
計
算
す
る
た
め
、
家
屋
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
市
職
員
が
直
接
訪
問
し
、
間
取
り
や
資

材
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
築
住
宅
に
係
る
　
　
　
　
　

固
定
資
産
税
減
額
制
度

資
産
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
4

O
2
2
6
‐
2
5
3
9

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
家
屋
を
新

築
し
た
場
合
、
新
築
後
3
年
度
分（
3
階

建
て
以
上
の
耐
火
・
準
耐
火
住
宅
の
場
合

は
、
5
年
度
分
）、
家
屋
の
住
宅
部
分
の

固
定
資
産
税（
1
2
0
㎡
を
限
度
）を
2
分

の
1
に
減
額
し
ま
す
。

　
な
お
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

要�

件
…
①
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
以

上（
一
戸
建
て
以
外
の
賃
貸
住
宅
の
場

合
は
1
区
画
の
床
面
積
が
40
㎡
以
上
）

2
8
0
㎡
以
下
、
②
住
宅
部
分
の
床
面

積
が
当
該
家
屋
の
延
べ
床
面
積
の
2
分

の
1
以
上

認
定
長
期
優
良
住
宅
の
減
額

　
右
の
①
②
を
満
た
す
「
長
期
優
良
住
宅

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定

す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
、
平
成
21
年

6
月
4
日
か
ら
同
32
年
3
月
31
日
ま
で
の

間
に
新
築
し
た
場
合
、
新
築
後
5
年
度
分

（
3
階
建
て
以
上
の
耐
火
・
準
耐
火
住
宅

の
場
合
は
、
7
年
度
分
）、
家
屋
の
住
宅

部
分
の
固
定
資
産
税（
1
2
0
㎡
を
限
度
）

を
2
分
の
1
に
減
額
し
ま
す
。

　
な
お
、減
額
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

必�

要
書
類
…
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
の
減
額
申
告
書
▼
現
在
の

所
有
者
の
氏
名
等
が
記
載
さ
れ
た
、
認

定
通
知
書
ま
た
は
変
更
認
定
通
知
書
の

写
し

申�

請
期
間
…
原
則
と
し
て
新
築
し
た
年
の

翌
年
1
月
31
日
ま
で
に
申
請

＊
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
は
、
工
事
着
工

前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
認
定
要
件
な
ど

詳
し
く
は
、
建
築
指
導
課
L
2
2
4
‐

5
9
7
4
O
2
2
5
‐
9
8
0
0
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ス
ト
マ
装
具
等
の
更
新
申
請

障
害
者
福
祉
課
L
2
2
4
︲
5
7
8
5

O
2
2
5
‐
3
0
3
3

　
ス
ト
マ
装
具・紙
お
む
つ
等
に
つ
い
て
、

10
月
～
来
年
3
月
分
の
日
常
生
活
用
具
費

の
更
新
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

対�

象
…
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
継
続
を

希
望
す
る
方

提�

出
方
法
…
平
成
30
年
9
月
分
ま
で
の
支

給
決
定
通
知
書
に
同
封
し
た
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、8
月
31
日
㈮（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
で
〒
3
5
0
‐

8
6
0
1
川
越
市
役
所
障
害
者
福
祉
課

指
定
管
理
者
を
募
集

高
齢
者
い
き
が
い
課
L
2
2
4
︲
5
8
0
9

O
2
2
9
‐
4
3
8
2

　
西
後
楽
会
館
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し

ま
す
。
募
集
要
項
は
、
7
月
25
日
㈬
か
ら

8
月
31
日
㈮
ま
で
同
課（
本
庁
舎
3
階
）で

配
布
し
て
い
ま
す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

申
込
期
間
…
8
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮

まちかど審査会を開催します
都市景観課L224－5961O225－9800

前回の審査会の様子前回の審査会の様子

　歴史と伝統の香る川越の都市景観に寄与する
作品等を表彰する「かわごえ都市景観表彰」。平
成2年度から隔年で開催し、今年で15回目と
なります。
　より多くの意見を反映させるため、市民の皆
さんによる投票を行う「まちかど審査会」を開
催します。
　今まで知らなかった川越の景観に出会えるチ
ャンス。皆さんの参加をお待ちしています。

■�大東市民センター
日�時…8月6日㈪～10日㈮午前8時30分～午
後5時15分　
■�高階市民センター
日�時…8月6日㈪～17日㈮午前8時30分～午
後5時15分　
■�市役所本庁舎1階ロビー
日�時…8月13日㈪～17日㈮午前8時30分～午
後5時15分

＊いずれの会場も、初日は午後1時から、最終日
は午後1時まで。施設開庁日のみ開催します。
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8
月
1
日
は
水
の
日
で
す

総
務
企
画
課
L
2
2
3
‐
3
0
6
1

O
2
2
3
‐
3
0
7
8

　
地
球
上
の
水
の
約
97・5
％
は
塩
水
で
、

淡
水（
真
水
）は
2
・
5
％
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
淡
水
の
多
く
は
南
極
や
北
極

の
氷
に
含
ま
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
生
活

に
利
用
で
き
る
川
の
水
や
地
下
水
な
ど
の

淡
水
の
割
合
は
約
0
・
8
％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
当
た
り
前
の
よ
う
に

出
て
く
る
水
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
川
越
市
の
水

　
河
川
の
上
流
に
あ
る
ダ
ム
に
蓄
え
ら
れ

た
水
は
、
利
根
川
や
荒
川
を
流
れ
、
県
の

埼
玉
縣
信
用
金
庫
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

政
策
企
画
課
L
2
2
4
‐
5
5
0
3

O
2
2
5
‐
2
8
9
5

　
6
月
26
日
に
埼
玉
縣
信
用
金
庫
と
包
括
的
な
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
相
互
の
連

携
を
強
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
の

活
性
化
等
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
連
携
事
業
の
一
つ「
空
き
家
活
用
ロ
ー
ン
」
で
は
、

市
内
に
空
き
家
を
所
有
し
、
そ
の
活
用
を
す
る
方

は
、
金
利
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
同
協
定
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
同
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

浄
水
場
を
通
じ
て
市
に
送
ら
れ
て
き
ま

す
。
こ
れ
を
県
水
と
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
こ
の
ほ
か
に
深
井
戸

か
ら
地
下
水
を
く
み
上
げ
、
市
内
の
浄

水
場
で
消
毒
処
理
し
た
水
を
県
水
と
合

わ
せ
て
、市
内
全
域
に
送
っ
て
い
ま
す
。

■
水
道
水
の
水
質

　
市
で
は
、
市
内
20
地
点
に
お
い
て
残

留
塩
素
濃
度
・
色
素
・
濁
度
の
検
査
を

毎
日
行
い
、
一
部
の
観
測
場
所
で
は
、

水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
項
目（
水
質
基

準
50
項
目
）に
つ
い
て
毎
月
定
期
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
基
準
値
に
適
合
し
た
安
全
な
水
を
配

水
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
水
道

水
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く

導
入
促
進
基
本
計
画
を
策
定

産
業
振
興
課
L
2
2
4
‐
5
9
3
4

O
2
2
4
‐
8
7
1
2

　
生
産
性
向
上
を
促
進
し
、
市
内
産
業
競

争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
先
端
設
備
等

に
関
す
る
国
の
「
導
入
促
進
指
針
」
に
基

づ
き
、
市
の
「
導
入
促
進
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
個
人
事
業
主
を
含
む
中

小
企
業
者
は
、
市
の
策
定
し
た
導
入
促
進

基
本
計
画
に
合
致
す
る
「
先
端
設
備
等
導

入
計
画
」
を
策
定
し
、
市
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
で
、
各
種
支
援
の
利
用
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」
の
認
定
申

請
書
を
提
出
す
る
際
は
、
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
の
発
行
す
る
確
認
書
等
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
必
要
書
類
や
認
定
要
件

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

提�

出
方
法
…
同
課（
本
庁
舎
5
階
）ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
同
課（
郵
送
の

場
合
は
、
〒
3
5
0
‐
8
6
0
1
川

越
市
役
所
産
業
振
興
課
）

先
端
設
備
等
導
入
計
画
と
は

　
売
り
上
げ
や
生
産
量
な
ど
、
事
業
に
直

接
影
響
す
る
設
備
等
の
導
入
に
よ
っ
て
、

労
働
生
産
性
を
年
平
均
3
％
以
上
向
上
さ

せ
る
計
画
。

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
は

　
金
融
機
関
や
税
理
士
事
務
所
な
ど
、
市

内
1
0
0
機
関
以
上
が
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
関
東
経
済
産
業
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

計
画
の
認
定
に
よ
り
利
用
可
能
な

支
援

①�

計
画
に
よ
り
導
入
し
た
一
定
の

要
件
を
満
た
す
償
却
資
産
に
対

す
る
固
定
資
産
税
負
担
を
ゼ
ロ

と
す
る（
別
途
、
工
業
会
証
明

書
が
必
要
）

②�

国
の
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ

ー
ビ
ス
補
助
金
や
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
等
に
お
い

て
、
審
査
上
の
加
点
や
一
部
補

助
率
の
引
き
上
げ

③�

計
画
に
基
づ
く
事
業
に
必
要
な

資
金
繰
り
を
支
援（
信
用
保
証
）

協定書を手に持つ同信用金庫の橋本理
事長（右）と川合市長
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児
童
扶
養
手
当
現
況
届

こ
ど
も
家
庭
課
L
2
2
4
︲
5
8
2
1

O
2
2
5
‐
5
2
1
8

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
、
受

付
期
間
中
に
現
況
届
を
同
課（
本
庁
舎
3

階
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
と
、
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
該
当

す
る
方
に
は
、
8
月
上
旬
ま
で
に
通
知
し

ま
す
。
手
当
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
受
給

者
お
よ
び
同
居
す
る
扶
養
義
務
者
の
前
年

の
所
得
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
未
満
の

場
合
で
す
。

　
な
お
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
な
ど
、

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受�

付
期
間
…
8
月
1
日
㈬
〜
31
日
㈮

受�

給
資
格
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童（
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末
ま
で
。

障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）を
、

監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く

は
父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方

①�

父
母
が
離
婚（
事
実
婚
の
解
消
を
含
む
）

し
た
後
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�

父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童

④�

父
ま
た
は
母
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

⑤�

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥�

船
舶
や
飛
行
機
の
事
故
等
に
よ
り
、
父

ま
た
は
母
の
生
死
が
3
か
月
以
上
明
ら

か
で
な
い
児
童

⑦�

婚
姻（
事
実
婚
を
含
む
）に
よ
ら
な
い
で

生
ま
れ
た
児
童

⑧�

棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た

当
時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
　
　
　

所
得
状
況
届

こ
ど
も
政
策
課
L
2
2
4
︲
6
2
7
8

O
2
2
3
‐
8
7
8
6

　
所
得
状
況
届
は
、
引
き
続
き
手
当
の
支

給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
の
届
け
出
で
す
。

　
現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
に
は
、
8
月
上
旬
ま
で
に
用
紙
を

送
付
し
ま
す
。
提
出
が
な
い
と
、
手
当
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
現
在
、
支
給
停
止
中
の
方
も
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

受�

付
期
間
…
8
月
1
日
㈬
〜
14
日
㈫

提�

出
方
法
…
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送

ま
た
は
直
接
同
課（
本
庁
舎
3
階
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
課
L
2
2
4
︲
6
0
4
9

O
2
2
4
‐
8
9
6
5

　「
入
居
者
募
集
案
内
」
は
、
7
月
25
日

㈬
か
ら
8
月
10
日
㈮
ま
で
、
市
役
所
受
付

（
本
庁
舎
1
階
）・
同
課（
小
仙
波
庁
舎
1

階
）・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南
連
絡
所
・
証

明
セ
ン
タ
ー
・
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
川

越
支
所
で
配
布
し
ま
す
。

対�

象
…
次
の
①
～
⑤
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

①
同
居
親
族
が
い
る（
予
定
を
含
む
）

②
市
内
に
住
所
が
あ
る

③�

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

（
自
己
所
有
住
宅
・
公
営
住
宅
な
ど
に

住
ん
で
い
な
い
）

④�

入
居
予
定
者
全
員
の
収
入
総
額
が
基
準

額
以
内（
高
齢
の
方
・
障
害
の
あ
る
方

が
い
る
世
帯
な
ど
は
、
一
般
世
帯
よ
り

基
準
を
緩
和
）

⑤�

申
込
者
や
同
居
親
族（
予
定
を
含
む
）が

暴
力
団
員
で
は
な
い

＊
高
齢
者
世
話
付
住
宅
は
②
～
⑤
を
満
た

す
自
炊
可
能
な
程
度
の
状
態
に
あ
る
65
歳

以
上
の
単
身
者
等
。

選�

考
方
法
…
抽
選

申�

し
込
み
…
募
集
案
内
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、8
月
10
日
㈮（
消

印
有
効
）ま
で
に
郵
送
で
〒
3
5
0
‐

1
1
0
1
的
場
2
2
1
8
‐
4
ベ
ル

ア
ー
ト
3
0
1
号
室
・
埼
玉
県
住
宅

供
給
公
社
川
越
支
所

＊
家
賃
な
ど
詳
し
く
は
、
埼
玉
県
住
宅
供

給
公
社
L
2
2
7
‐
6
4
0
8
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●児童手当現況届の提出はお済みですか　こども政策課L224－6278O223－8786
　対象者には、児童手当現況届を6月に郵送しています。まだ提出していない方は、郵送による早めの提出にご協力ください。
●市職員を募集しています　職員課L224－5553O225－2895
　募集職種は、獣医師・臨床検査技師・看護師・言語聴覚士・事務Ⅱ（身体障害者）です。募集について詳しくは、7月10日発
行の広報川越№1418・6ページまたは市ホームページをご確認ください。なお、事務Ⅱ（身体障害者）の点字募集案内・申込書は、
同課（本庁舎4階）のみで配布しています。
●消防職員を募集しています　消防局総務課L222－0741O226－7291
　募集案内は消防局・消防署・分署で配布しています。また、消防組合ホームページからもダウンロードできます。募集につい
て詳しくは、7月10日発行の広報川越№1418・6ページまたは消防組合ホームページをご確認ください。
●職場でのトラブル解決をお手伝いします　雇用支援課L238－6702O238－6701
　中立・公正な立場で、あっせんや不当労働行為を審査して、労働者や労働組合と使用者（会社など）とのトラブル解決をお手伝
いします。申し込み方法などについて詳しくは、県労働委員会事務局L048－830－6452にお尋ねください。
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申し込み方法
川越市民枠（各定員の1割程度）＝8月17日㈮正午～20日㈪ ▼一般・大会サポートランナー枠＝8月23日㈭正午～
●大会ホームページ
●エントリーセンターL0570－039－846 （月～金曜日、午前10時～午後5時30分。祝日を除く）
●ファミリーマート店舗にある端末（F

フ ァ ミ

ami ポート） ＊川越市民枠を除く

本川越駅本川越駅
川越市駅

国
道
２
５
４
号

県
道
川
越
北
環
状
線

東武東上線

JR川
越線

今成2丁目

連雀町

札の辻

平塚橋東

今成

月越小学校

ハーフフィニッシュ
10kmフィニッシュ

川越水上公園

ス
タ
ー
ト

的場

折り返し

川越市駅川越市駅

的場
駅

的場
駅

霞ケ関駅
霞ケ関駅

石原町(北)

Fun Runフィニッシュ

宮元町

博物館入口

川越駅川越駅

西川越駅西川越駅

折り返し折り返し

折り返し折り返し

石原町 市役所市役所

資源化センター資源化センター

鯨井中学校鯨井中学校

平塚橋平塚橋

（市役所南側駐車場）（市役所南側駐車場）

保健所保健所

川越西郵便局川越西郵便局

マラソンコース図

　蔵の町並みを駆け抜け、スポーツの秋を満喫してみませんか。ハーフコースは日本陸連公認コースです。詳しくは、
実施要項または大会ホームページをご確認ください。雨天決行。

小江戸川越マラソン実行委員会（スポーツ振興課）＝L228－0102O224－8712
申し込みに関する問い合わせ＝L048－778－5880（月～金曜日、午前10時～
午後5時。8月13日㈪～15日㈬を除く）

小江戸川越ハーフマラソン2018 参加者募集！

11月25日㈰
開催 !!

川越水上公園へのアクセス
●西川越駅から徒歩約15分
●�川越駅・本川越駅から無料送迎

バスを予定
●�会場に有料駐車場（事前申し込

み制）を予定
＊会場付近では車の進入を規制す
る予定です。

種目・スタート時間
●ハーフ＝午前8時55分スタート
　�①男子 ②女子  （各一般・40歳代・50歳代・60歳以上）
●10㎞＝午前8時30分スタート
�　①男子 ②女子  （各一般・40歳代・50歳代・60歳以上）
● F

フ ァ ン

un R
ラ ン

un（約4㎞）＝午前9時30分スタート
　�①一般（中学生以上） ②ペア（小学生と保護者各1人）
参加資格・参加費（別途エントリー手数料が必要です）
　健康な方。18歳未満は保護者の同意が必要です。
●�ハーフ…5,000円（高校生を除く18歳以上）

●10㎞…5,000円（高校生以上）
● �Fun Run…一般＝3,000円 ▼ペア＝5,000円
●�大会サポートランナー…各種目の参加費に1人当たり

プラス10,000円
会場・コース
●スタート＝川越水上公園
●�フィニッシュ＝川越水上公園（ハーフ・10㎞） ▼市役

所前（Fun Run）
賞品（参加者全員に参加賞あり）
●�ハーフ・10㎞＝1位～10位（1位～3位は表彰）

募集種目等 合計10,000人（定員になり次第、終了） ＊そのうち大会サポートランナーは100人

＝Fun Runコース
＝10kmコース
＝ハーフコース
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川
越
市
大
学
奨
学
金

教
育
総
務
課
L
2
2
4
‐
6
0
7
4

O
2
2
4
‐
5
0
8
6

　
来
年
4
月
か
ら
大
学
に
進
学
す
る
高
校
生
等
で
、
経
済
的
に
教
育

費
な
ど
の
支
出
が
困
難
な
方
に
、
返
済
を
必
要
と
し
な
い
給
付
型
奨

学
金
を
支
給
し
ま
す
。
な
お
、
他
の
奨
学
金
制
度
を
受
け
る
方
も
申

請
で
き
ま
す
。

対�

象
…
次
の
①
～
④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
、
①
市
内
に
引
き

続
き
1
年
以
上
在
住
し
て
い
る
、
②

世
帯
全
員
の
所
得
額
の
合
計（
世
帯

所
得
）が
下
表
の
基
準
額
未
満
で
あ

る
、
③
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門

学
校
に
在
籍
し
て
い
て
全
科
目
評
定

平
均
が
3
・
5（
5
段
階
評
価
）以
上

で
あ
る
、
④
学
校
長
の
推
薦
を
受
け

ら
れ
る

定
員
…
5
人
程
度（
書
類
選
考
・
面
接
）

給�

付
金
額
…
入
学
準
備
金
20
万
円
、
学

資
金
3
万
7
5
0
0
円（
月
額
）

提�

出
書
類
…
①
支
給
申
請
書
、②
校
長
の
推
薦
書
、③
成
績
証
明
書
、

④
住
民
票
の
写
し（
世
帯
全
員
の
も
の
）、
⑤
世
帯
全
員
の
平
成
29

年
中
の
所
得
が
分
か
る
物
、
⑥
生
活
保
護
受
給
証
明
書（
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
る
方
）、
⑦
児
童
養
護
施
設
在
籍
証
明
書（
児
童

養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
）

＊
①
②
の
用
紙
は
、
同
課（
東
庁
舎
2
階
）に
あ
り
ま
す（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

申�

し
込
み
…
提
出
書
類
を
8
月
1
日
㈬
か
ら
31
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
同
課（
郵
送
の
場
合
は
、
〒
3
5
0
‐

8
6
0
1
川
越
市
役
所
教
育
総
務
課
）

世帯人数 世帯所得額
2人 340万円
3人 380万円
4人 450万円
5人以上 490万円

世帯所得の基準額

健康づくり支援課L229－4121O225－1291熱中症かも？ と思った時の応急手当

①涼しい場所への移動
　風通しのよい日陰や、
できればクーラーの効い
ている室内へ避難させま
しょう。
②身体を冷やす
　衣服を脱がせ、濡れた
タオル等をあて、うちわ
などであおいで身体を冷
やしましょう。保冷剤な
どがあれば、首・脇の下・足の付け根（股関節部）
に当てて冷やすことも有効です。

③水分・塩分の補給
　大量に汗をかいた場合
は、汗で失われた塩分も
適切に補える経口補水液
やスポーツドリンクなど
を飲ませましょう。ただし、水分補給は意識が
はっきりしている場合のみです。
④医療機関を受診
　自力で水分の摂取がで
きないときは、緊急で医
療機関に搬送することが
最優先の対処方法です。

　市の各種サービスや手続きを掲載した市民のしおり（全152ページ）を8月上旬から順
次、全世帯に配布します。
　今年の市民のしおりは、市と㈱サイネックスとの協働事業により制作し、㈱サイネック
スは企画・編集・印刷・配布を行い、市は行政情報を提供します。制作費用には広告料収
入を充てるため、市の費用負担はありません。
＊8月31日㈮までに届かない場合は、同室までご連絡ください。

「市民のしおり」を配布します 広報室L224－5495O225－2171
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高齢・障害医療課L224－6195O224－7318
窓口支払いを無料にできる基準額が変わります

金額にかかわらず、窓口支払いが発生します

変更後の窓口支払いについての流れ

市内医療機関を受診
＊健康保険証と川越市重
度心身障害者医療費受給
者証を提示。

市外医療機関を受診
＊健康保険証を提示。

１つの医療機関につき１か
月間の一部負担金の合計が
18,000円未満である

窓口支払いが発生しま
せん

窓口支払いが発生します
＊「川越市重度心身障害者
医療費支給申請書」に領
収書（原本）を添付して、
市へ提出してください。

いいえ

はい

変更前
1つの医療機関につき、1か月間の
一部負担金の合計が12,000円未満
の場合、窓口支払い無料

変更後
1つの医療機関につき、1か月間の
一部負担金の合計が18,000円未満
の場合、窓口支払い無料

70歳以上、または後期高齢者医療制度に加入している方
　平成30年８月受診分から、市内医療機関の窓口で川越市重
度心身障害者医療費受給者証を提示した際、窓口支払いを無料
にできる金額の基準が変更となります。
＊70歳以上、または後期高齢者医療制度に加入している方以
外の方については変更ありません。

重度心身障害者医療費
受給者の方へ

8月から利用者負担割合が変わります
　介護保険制度の改正により、8月から65歳以上で所得の高い方の利用者負担割合が3割となります。
　なお、利用者の負担額には月額の限度額があり、上限を超えた分が「高額介護サービス費」として後から給
付されます。

介護保険課L224－6402
O224－5384

利用者負担割合の判定方法

次
の
う
ち
ど
れ
か
に
該
当
し
ま
す
か
？

●
市
民
税
非
課
税 

●
生
活
保
護
等
受
給
者 

●
旧
措
置
入
所
者 

●
合
計
所
得
金
額
が
1
6
0
万
円
未
満 

●
第
2
号
被
保
険
者

1
割
負
担

1
割
負
担

3
割
負
担

2
割
負
担

3
割
負
担

2
割
負
担

1
割
負
担

世
帯
の
第
1
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）は
あ
な
た
だ
け
で
す
か
？

あ
な
た
の「
公
的
年
金
等
収

入
額
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得

金
額
」
の
合
計
が
2
8
0
万

円
未
満

あ
な
た
を
含
め
、
第
1
号
被
保
険
者

全
員
の「
公
的
年
金
等
収
入
額
＋
そ

の
他
の
合
計
所
得
金
額
」
の
合
計
が

3
4
6
万
円
未
満

あ
な
た
の
合
計
所
得
金
額
が

2
2
0
万
円
以
上
で
、「
公

的
年
金
等
収
入
額
＋
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
」
の
合
計

が
3
4
0
万
円
以
上

あ
な
た
の
合
計
所
得
金
額
が

2
2
0
万
円
以
上
で
、
あ
な
た
を
含

め
、
第
1
号
被
保
険
者
全
員
の「
公
的

年
金
等
収
入
額
＋
そ
の
他
の
合
計
所

得
金
額
」
の
合
計
が
4
6
3
万
円
以
上

はい いいえ
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平
和
へ
の
祈
り

総
務
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
0

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

総
務
課
L
2
2
4
‐
5
5
5
0

O
2
2
5
‐
2
8
9
5

原
爆
投
下
と
同
時
刻
に
黙
と
う

　
昭
和
20
年
、
広
島（
8
月
6
日
）、
長
崎（
8
月
9
日
）に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
は
、
一

瞬
の
う
ち
に
多
く
の
尊
い
命
を
奪
い
、
ま
ち
を
破
壊
し
ま
し
た
。
被
爆
73
年
目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
原
爆
死
没
者
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
世
界
の
平
和
を
願
い
、
原
爆
投
下

と
同
時
刻
に
「
時
の
鐘
」
を
鳴
ら
し
、
左
記
の
と
お
り
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
賛
同
を
お
願
い
し
ま
す
。

日�

時
…
8
月
6
日
㈪
午
前
8
時
15
分
か
ら
1
分
間
▼
9
日
㈭
午
前
11
時
2
分
か
ら
1
分
間

平
和
式
典
参
加
者
に
よ
る
体
験
発
表

　
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
平
和
名
作
映
画
会（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）の
午
後

の
部
上
映
前
に
、
広
島
・
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
平
和
式
典
参
加
者
に
よ
る
体
験
発
表
を
行

い
ま
す
。
当
日
直
接
同
館
。

日
時
…
8
月
11
日
㈷
午
後
1
時
30
分
～
（
開
場
＝
午
後
1
時
20
分
）　
定
員
…
先
着

1
0
0
人
　
経
費
…
無
料

平
和
標
語
審
査
結
果

　
平
成
30
年
度
平
和
標
語
は
、
市
立
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら
3
5
4
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
標
語
が
入
賞
し
ま
し
た
。

手
を
つ
な
ぐ
　
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
　
平
和
の
輪

市い
ち

川か
わ

羽は

菜な

・
霞
ケ
関
北
小
学
校
5
年

コ
ツ
コ
ツ
と
　
平
和
の
種
を
　
植
え
て
い
く

西に
し

晴は
る

之ゆ
き

・
山
田
小
学
校
6
年

命
は
ね
　
み
ん
な
に
一
つ
の
　
宝
物

藤ふ
じ

塚つ
か

琥こ

太た

郎ろ
う

・
高
階
西
小
学
校
6
年

【小学生部門】

平
和
へ
と
　
繋つ

な

が
る
カ
ギ
は
　
思
い
や
り

荻お
ぎ

野の

瑠る

奈な

・
大
東
西
中
学
校
3
年

永
久
に
　
平
和
の
天て

ん

秤び
ん

　
そ
の
ま
ま
に

今い
ま

井い

和の
ど

花か

・
城
南
中
学
校
3
年

平
和
と
は
　
奪
い
合
い
よ
り
　
譲
り
合
い金か

ね

子こ

紗さ

依え

・
川
越
第
一
中
学
校
2
年

金賞銀賞銅賞金賞銀賞銅賞

【中学生部門】

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
配
布
し
ま
す

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
障
害
の

あ
る
方
や
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
が
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い

方
が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ

と
を
目
的
に
作
製
さ
れ
た
マ
ー
ク

で
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
使
用
し
て
、
か
ば
ん
等
に
着
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
マ
ー

ク
を
持
つ
こ
と
で
、
援
助
や
配
慮

を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲

に
知
ら
せ
て
、
気
づ
い
て
も
ら
う

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
配
布
は
、
同
課（
本
庁
舎
１
階
）

で
行
っ
て
い
ま
す
。
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
お
渡
し
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同

課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
配
布
す
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
県

が
作
製
し
、
市
が
配
布
す
る
も
の

で
す
。

対�
象
…
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用

し
て
い
る
方
、
内
部
障
害
や
難

病
の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
方

経
費
…
無
料

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
初
め
て
そ
の
効
果

を
発
揮
し
、
支
援
を
必
要
と

す
る
方
の
安
心
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身

に
付
け
た
方
を
見
掛
け
た
と

き
は
、
支
援
や
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
課
L
2
2
4
‐
5
7
8
5

O
2
2
5
‐
3
0
3
3
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

　国民健康保険（国保）では、同じ月内の医療費の負担
が高額になり、一部負担金が自己負担限度額を超えた
場合、限度額を超えた分が高額療養費として支給され
ます。医療費が高額になる場合には事前に「限度額適
用認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認定証」
を申請し、医療機関に提示することで医療費の負担額
が自己負担限度額までで済みます。
既に認定証の交付を受けている方
　更新のお知らせと申請書を送付しています。更新が
必要な方は、申請してください。なお、昨年度から70
歳以上の方（低所得者Ⅰ・Ⅱの方のみ）は自動更新です。
認定証の交付を希望する方は、申請が必要です
　交付を受ける方の保険証を持参して申請してくださ
い。ただし、70歳未満の方で国民健康保険税に未納
がある方は交付できません。また、自己負担限度額の
区分は世帯の所得に応じて異なりますので、所得の申
告をお願いします。なお、７月診療分までは70歳以
上の方は世帯全員が住民税非課税の場合（低所得者Ⅰ・
Ⅱ）のみ交付対象でした。８月診療分からは現役並み
所得者の区分が3区分に分かれ、下表の現役並み所得
者Ⅱと現役並み所得者Ⅰの区分の方も「限度額適用認
定証」の交付対象となります。交付対象の方には、７
月末ごろにお知らせと申請書を送付します。交付を希
望される方は、申請が必要です。
申請場所…同課（本庁舎2階）・市民センター・南連絡所
＊市民センター・南連絡所で申請する場合、認定証は
後日郵送。

国民健康保険の限度額適用認
定証、限度額適用・標準負担
額減額認定証の交付

国民健康保険課L224－5836O224－7318
　後期高齢者医療制度の被保険者が下の要件に該当した
場合、申請すると「限度額適用認定証」または「限度額適
用・標準負担額減額認定証」が交付されます。
　認定証を提示することにより一部負担金が自己負担限
度額までで済みます。また、限度額適用・標準負担額減
額認定証の対象になる方は、入院した場合の食事療養標
準負担額等が減額されます。
既に認定証の交付を受けている方
　今年度も要件に該当する場合には、同課から新しい限
度額適用・標準負担額減額認定証を送付しますので、更
新の手続きは不要です。自己負担限度額の区分は所得に
応じて異なります。所得の申告をお願いします。なお、
8月診療分から、現役並み所得者の区分が3区分に分かれ、
下表の現役並み所得者Ⅱと現役並み所得者Ⅰの区分の方
も「限度額適用認定証」の交付対象となります。
認定証の交付を希望する方は、申請が必要です
　下記の要件に該当する方で、交付を希望される方は、
申請が必要です。
要�件…①限度額適用・標準負担額減額認定証＝低所得者
Ⅱおよび低所得者Ⅰの区分の場合、平成30年度市・
県民税が非課税世帯の方、②限度額適用認定証＝現役
並み所得者Ⅰ区分の場合、課税所得145万円以上380
万円未満の方、または現役並み所得者Ⅱの区分の場合、
課税所得380万円以上690万円未満の方
申請場所…同課（本庁舎2階）・市民センター・南連絡所
＊市民センター・南連絡所で申請する場合、認定証は後
日郵送。

後期高齢者医療制度の限度額適用
認定証、限度額適用・標準負担額
減額認定証の交付

高齢・障害医療課L224－5842O224－7318

70歳以上の方の自己負担限度額（月額）

＊1 過去12か月以内に、同一世帯および同一の医療保険において、世帯単位での高額療養費の支給（該当）月数が累積で4か月
以上になった場合の、4か月目以降の限度額です。
＊2 課税所得とは、総所得金額等から各種所得控除を差し引いた額です。

区分 世帯単位自己負担限度額 年間多数該当
現役並みⅢ 

（課税所得690万円以上） 252,600円＋ {（医療費の総額－842,000円）×1％ } 140,100円

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上） 167,400円＋ {（医療費の総額－558,000円）×1％ } 93,000円

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上）   80,100円＋ {（医療費の総額－267,000円）×1％ } 44,400円

＊2

＊1

＊国民健康保険の「現役並み所得者」とは、同一世帯の70歳以上の国保被保険者の中に、住民税課税所得が年額145万円以上
の方が1人でもいる方です。
＊後期高齢者医療の「現役並み所得者」とは、同一世帯の後期高齢者医療の被保険者の中に、住民税課税所得が年額145万円
以上の後期高齢者が1人でもいる方です。

　現役並み所得者の区分と自己負担限度額については、下表を参照してください。現役並み所得者以外の
自己負担限度額に変更はありません。


